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区民の手による、
「区政の通信簿」

足立区区民評価委員会報告書がまとまりまし た

区は、区民生活の向上をめざし、区の仕事の
改善・見直しを行う行政評価に取り組んでいま
す。その評価を、区民の視点で行うために作ら
れたのが「足立区区民評価委員会」(以下、区民
評価委員会) です。区民評価委員会は、学識経
験者のほかに、公募で参加した区民の方が委員
として加わり、足立区基本計画に定めるすべて
の施策の評価を行いました。

区民評価委員会についてのお問い合わせは、
政策課へ 　3880- 5811

区民参加の区民評価委員会
区民評価委員会は、区民の視点から行政活

動を評価し、区民との協働と区政経営の改革・
改善を進めることを目的に、今年度設置され
ました。
委員は学識経験者4 人、区民代表8 人の計12
人です。区民代表のうち4 人は、公募委員

です。

区民評価委員会の提言
区民評価委員会は、基本計画に定める114の

施策について、担当部からの聞き取りを含め
て延べ19回の会議を行い、評価を行いました。
評価の結果、区民評価委員会は区に対し、主
に次のような意見を出しました。
レもっと積極的に「協働」を進める…基本構
想・基本計画の理念に協働を据えた自治体
として、区民との協働を積極的に進めると
同時に、庁内組織間の協働を一層図る必要
がある。

レ区民の立場に立った成果指標を設定する…
区民が成果として実感できる、よりよい指
標や適切な目標値の設定を検討していく必
要がある。

レ評価方法を改善する… 施策や分野をまたが
る取り組みやプロジェクト事業に関する評
価方法の構築、評価調書の改善などが必要
である。

レ区民評価委員会の評価活動の充実… 前年度
評価がどこまで施策に反映されたかの確認
( フォローアップ) や総合評価の導入など、
新たな取り組みが必要である。

※ 区民評価委員会報告書は、区・ホームベー
ジ、区政情報室、図書館でご覧になれます

行政評価についての記事は、2
面に続きます

図1　 行政評価の仕組み
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「チーム足立」
で区民満足度を
高めるべき

区民評価委員(公募参加)

甲 斐 常 敏 さ ん

今年始まった「区民評価委員会」は、今後
改善すべき点はあるものの、区民の意見をよ
り区政に反映させる仕組みとして、画期的な
ことだと思います。
区政を進める上で、区や議会だけでなく、

私のような一区民の発想も役立つことがある
と思い、区民評価委員会に参加しました。
今回、評価を行う中で、区は果たして、「区

民の満足度」という視点に立っているのか、
と疑問を感じることがありました。また、事
業を行う上で、コスト意識が足りないと思え
る点もありました。区には今後、各事業の必
要性などを正確に判断できる仕組 みの確立
や、縦割りではなく、全庁的に事業に取り組
むなど、区民のために、たゆまぬ努力をして
もらいたいですね。
また、区はこれからますます、区民へ、施

策や事業をわかりやすく伝える能力が求めら
れると思います。区政への積極的な参加を区
民に求めるには、この能力は欠かせないと思
うんです。区民と区が積極的に対話を行って、
区が説明責任を果たすことが、結果として区
民満足度を高めることにもつながると思いま
す。
区にはこれからも、強い使命感、責任感を

持って、区民満足度を高めるために、あらゆ
る研さんを重ねてほしいと思います。常に区
役所が一丸となって区民 のために仕事を行
う、「チーム足立」であって欲しいですね。

区民の声という
「風」を区政に
生かす

区・政策課長
青木光夫

「区民評価委員会」からは、今回、施策や評
価制度について大変厳しい、しかし有益な評
価・提言を頂きました。私たちはこの評価こ
そが、区民の皆さんに区政がどのように映っ
ているかを判断する貴重な情報であると考え
てい ます。
ありのままの意見から、これまで気付かな

かった方法や新たな発想を見い出し、創造し
ていく。こうした「区民の目線」を大切にし
ていく心と、柔軟な思考を併せ持つことが、
職員にはこれからますます求められます。そ
のためにも区民評価委員会を始めとして、区
民の意見を頂くことは、とても大切なことだ
と思います。
評価制度を風車に例えれば、風を十分に受

け止め歯車をうまく回す仕組みと言えます。
「風」は区民の声です。職員は施策や事業を
改善していくため、区民の声という「風」を
しっかりと受け止めながら、「この仕事は今の
ままでいいのか、改善すべきことはないか」
など、常に危機意識や問題意識を持って職務
に臨まなければなりません。
時代と共に、区役所の仕事の範囲も変わっ

てい きます。こ れからは区民の皆さんが直接
区政に関わったり、実際に事業の担い手とな
る機会も増えると思います。区民評価委員会
はその一つです。区民の皆さんが一緒に風車
を回していると実感できる区政をめざし、評
価制度の改善と活用を進めていきたいと考え
てい ます。
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日時=12月22日用、午後5時30分～7時30分　3880- 5359( 専用番号)問先=区民の声相談課相談係
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図1　PDCA サイクル
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表1　 主な施策指標の変化

図2　 施策指標における変化の割合

※ 16年度または17年度調査のため、現段階では比較できな
い指標が32指標あります
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年末年始の
ごみ・資源収集

年末年始は、地区によって取り納め日・
取り始め日が異なるので、注意してS ださ
い( 表2) 。くわしくは、集積所に貼 られ
るチラシをご覧ください。
年末年始は、排出されるごみや資源の量が増えるため、収

集時間が変わる場合があります。必ず収集日の午前8 時まで
に出してください。また、収集時の駆け込み投棄や、清掃車
への直接投入は大変危険なので、絶対にやめてください。皆
さんのご協力をお願いします。
・ びん・缶( 資源)
びん・缶は、中をすすぎ、「資源」に出してください。

・ ペットボトル( 資源)
キャップ、ラベルを外して、中をすすぎ、つぶしてから

「資源」に出してください。
・ 新聞・雑誌・段ボール・紙パックなどの古紙( 資源)
種類別に分け、ひもでしばり、「資源」に出してください。

・ スプレー缶( 不燃ごみ)

完全に使い切った後、穴をあけずに、「不燃ごみ」に出して
ください。
・ 刈った草や枝( 可燃ごみ)
一回で多量に排出する場合は有料です。事前に管轄の清掃

事務所 までご相談ください。
問先=[ 〉足立東清掃事務所
( 千住地区および国道4 号線より東側) H3889- 0711
レ足立西清掃事務所
( 千住地区を除く国道4 号線より酉側) 03853 ―2141[
〉清掃計画係03880 ―5813
表2　 年末年始のごみ等の収集日一覧

※ 家電リサイクル法対象品目( エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍
庫、洗濯機) を処分したいが、買ったお店がわからない場合な
どは、家電リサイクル受付センターへ申し込んでください 申
先= 家電リサイクル受付センター05296 ―7200

※ 家庭系パソコンの直接持ち込みは、事前申込制です。早めに申
し込んでください 申先= 清掃計画係83880- 5813

「足立区観光基本計画」
ができました
活力のある元気なまちには、地域経済の活

性化が欠かせません。区は、パブリックコメ
ントなど、区民の皆さんの意見を踏まえ、「足
立区観光基本計画」( 以下、計画) を策定し
ました。今後、区民が自らのまち、足立区に
誇りと愛着を持ち、また自らも楽しむことで、
周辺都市の住民も訪れるような観光を進めて
いきます。

期間は7 年、3 年ごとに実施プラン

計画の期間は18年度から24年度までの7 年
間です。また、この計画を着実に進めるため、
期間中、3年ごとに実施プランを策定します。

に ぎ わ い の あ る 足 立 区 に
● 魅力的な観光資源の活用・発見・創造
地域資源の中から観光資源を発掘し、それ
らを互いに結びつけた相乗効果などにより、
その魅力を向上させます。観光交流協会は、
区民の観光資源の発掘などを積極的に支援し
ます。
・ 足立区の魅力の発信
個々の観光資源、そして魅力的な地域資源
については、それぞれの関係者が状況にあわ
せた発信・宣伝に努めます。同時に観光交流
協会が中心となり、観光に関する様々な情報

を広域に向けて発信することで、個別観光資
源や足立区の魅力を高めていきます。
・ 訪れやすく観光しやすい環境整備
バリアフリー化や案内機能の整備、来街者

を迎える景観などにも配慮したきれいなまち
の整備を進めます。区民や団体、企業などは、
それぞれが関係している個別資源の観光しや
すい環境整備に努めるとともに、観光の視点
を持って進められるまちづくりに協力しま
す。
・ 区民、団体、企業と行政との協働
観光推進のために必要な魅力的な観光資源

の充実や、まちづくりを行うには、行政のみ
ならず、区民や団体、企業の理解と協力が不
可欠です。観光交流協会は、「足立区の観光」を
進める中心役として、その機能を強化し主催
イベントの充実などのほか、区民の皆さんな
どとの協働を積極的に進めていきます。

お問い合わせは、観光交流課観光計画へ
3880- 5720

1
2月
2
5
日
ま
で
開
催
中
の
光
の
祭
典

も
、
区
の
貴
重
な
観
光
資
源
の
一
つ

DV に悩む女性を支援します
女性団体連合会は、東京ウィ

メンズプラザ民間活動助成対象
事業として、DV に悩む女性の

ために、相談先を記載したカー
ドを作成しました( 図3) 。
男女参画プラザで配布するほ

か、駅、公共施設の女子トイレ、
小売店、美容院、病院などで配
布予定です。 問先= 男女参画

プラザS3880 ―5222

図3　 相談先力ード
( 表面)

( 裏面)

冬至 ( 12月22日)
は、銭湯のゆず湯
でゆったり

場所= 区内の各銭湯 費
用= レ65歳以上… 200円
レ小学生… 50円 レ6 歳
未満…無料 ※当日、番
台( フロント) で年齢を
告げてください。証明書
は不要 問先= 衛生管理
係S3880 ―5891
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保

健

福

祉

ガ
イ
ド

★
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
2月
1
3日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話 番 号 が な い 記 事 に つ い て は

区 役 所 代 表 へ 　3880- 5111

区・ホ ーム ペ ー ジ アド レ ス は

ht t p: / / www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

□ 申込 … 申し込み方法
□ 期 限… 申し込み期限
□ 場・申・問先… 場所・
申し込み先・ 問い合わせ先

□ 費 用 の 記 載 の な い も の は 無 料

□ ( HP)…ホ ームページアドレス
□ 　… Eメールアド レス

(親
)医
療
証
を
送
付
し
ま
す

現
況
届
を
提
出
し
た
ひ
と
り
親
家

颶
等
医
療
証
(
⑩
医
療
証
)
受
給
者

に
、
1
8年
1
月
1
日
か
ら
使
用
す
る

㈲
医
療
証
を
1
2月
2
6日
に
発
送
し
ま

す
。
現
況
届
を
未
提
出
の
方
は
、
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
、
所

得
の
基
準
を
超
え
て
資
格
が
な
く
な

る
方
に
は
、
そ
の
旨
を
通
知
し
ま

す
。
な
お
、
1
6年
度
は
所
得
の
基
準

を
超
え
て
い
た
が
、一一作年
度
は
所
得

の
減
少
に
よ
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
申
・
問
先
=
家
庭
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

あ
だ
ち
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(
臨
時
増
刊
号
)
を
配
付
し
ま
す

就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
子
育
て

に
関
す
る
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

や
育
児
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
た

「
あ
だ
ち
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

(臨
時
増
刊
号
)
が
で
き
ま
し
た
。

1
2月
下
旬
か
ら
、
順
次
、
就
学
前

の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
配
付
し
ま

す
。
子
ど
も
の
成
長
発
達
期
の
ガ
イ

ド
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

母
子
家
庭
の
母
親
向
け
の

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
8
年
1
月
2
1
日
出
、
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
o
時
3
0
分
場
所
―

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
H
7
0

人
(
先
着
順
)

※
保
育
あ
り
。

対
象
は
就
学
前
、
定
員
は
先
着
2
0人

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
家
庭
支

援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の

軽
減
・
減
免

・
介
護
保
険
料
軽
減
(
6
5歳
以
上
の

方
)申

請
に
よ
り
、
保
険
料
が
軽
減
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
n

第
1
段
階
(
生
活
保
護
受
給
者
を
除

く
)
お
よ
び
第
2
段
階
の
方

※
第
2

段
階
の
場
合
は
本
人
と
同
居
家
族

全
員
の
前
年
(
1
6年
)
中
の
収
入
合

計
と
預
貯
金
額
合
計
が
一
定
の
基
準

以
下
で
あ
る
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま

す・
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
　

災
害
や
事
業
倒
産
な
ど
で
収
入
が

極
端
に
少
な
く
な
り
、
一
時
的
に
保

険
料
や
利
用
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
事
情
に
よ
り
6
ヵ
月

(利
用
料
は
3
ヵ
月
)
を
限
度
に
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
※
通

常
の
退
職
な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
　

ま
た
、
生
活
が
苦
し
く
、
介
護
保

険
料
や
利
用
料
を
引
き
下
げ
れ
ば
生

活
が
維
持
で
き
る
と
い
う
場
合
や
、

資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
生
活
が
困

窮
す
る
場
合
は
、
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
H
▽
保
険
料
に
つ
い
て
…
介
護

保
険
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

▽
利
用
料
に
つ
い
て
…
介
護
保
険
課

保
険
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

表3　 福祉事務所一覧
介
護
保
険
料
は
税
の
所
得

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

1
7年
中
に
支
払
っ
た
介
護
保
険
料

は
、
所
得
税
・
住
民
税
の
所
得
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
介
護
保

険
料
の
ほ
か
に
、
生
計
を
一
に
す
る

配
偶
者
や
親
族
の
介
護
保
険
料
を
支

払
っ
た
場
合
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
(
配
偶
者
な
ど
が
直
接
、年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
分
は
控
除
で
き

ま
せ
ん
)
。
※
申
告
の
際
、
領
収
書

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
支
払
っ
た
保

険
料
額
は
、
納
付
書
支
払
い
の
方
は

領
収
書
、
年
金
天
引
き
の
方
は
、
1

月
下
旬
ご
ろ
社
会
保
険
庁
か
ら
届
く

源
泉
徴
収
票
、
口
座
振
替
の
方
は
。
1
2

月
中
旬
に
郵
送
す
る
振
替
済
通
知

書
で
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
く
だ
さ

い

問
先
―
介
護
保
険
課
収
納
管
理

係

日
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

精
神
科
相
談

日
時
=
毎
月
第
1
金
曜
日
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
予
約
制
)

対
象
U
愛
の
手
帳
ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
家
族

内
容
=
「
眠
れ
な
い
」「
落
ち
着
か

な
い
」「
引
き
こ
も
っ
て
い
る
」
な

ど
の
相
談

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自

立
生
活
支
援
室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

心
身
障
害者
福
祉
手
当
(区
制度
)・

難病
患者福祉手当の
定
例払い

1
7
年
8
～
H
月
分
を
、
届
け
出
を

し
て
あ
る
預
金
口
座
に
、
1
2月
2
2日

ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。
問
先
H
障

害
給
付
係

人
権
と
同
和
問
題
の

理

解
の
た

め

に

え
せ
同
和
行
為
に

ご
注
意
を

「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は
、
同
和

問
題
を
口
実
に
し
て
無
理
に
高
額
な

図
書
を
買
わ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
寄

付
金
を
強
要
す
る
な
ど
、
不
当
な
要

求
や
不
法
な
行
為
を
行
う
こ
と
を
い

い
ま
す
。こ
れ
は
、「
同
和
問
題
は

怖
い
問
題
だ
か
ら
、
で
き
れ
ば
避
け

た
い
」
と
い
っ
た
誤
っ
た
考
え
に
乗

じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

も
し
、
電
話
や
窓
口
で
高
額
な
図

書
な
ど
の
購
入
を
強
要
さ
れ
た
り
、

一
方
的
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合
、

次
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
怖
い
と
い
う
意
識
を
捨
て
、
き
然

と
対
応
す
る

▽
不
要
な
物
は
「
必
要
あ
り
ま
せ

ん
」
と
は
っ
き
り
と
断
る
(
「
結

構
で
す
」
な
ど
の
あ
い
ま
い
な
返

事
は
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
)

▽
一
方
的
に
品
物
が
送
り
付
け
ら
れ

た
場
合
は
、
開
封
せ
ず
に
「
受
取

拒
否
」
と
書
き
、
配
達
業
者
に
持

ち
帰
っ
て
も
ら
う

え
せ
同
和
行
為
を
受
け
入
れ
る
こ

と
は
、
同
和
問
題
へ
の
誤
っ
た
認
識

や
差
別
意
識
を
助
長
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
不
当
な

要
求
を
受
け
た
と
き
は
、
要
求
を
断

固
拒
否
し
、
す
ぐ
に
東
京
法
務
局
や

都
、区
、警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

。

相
談
機
関
―
都
・
総
務
局
人
権
部

啻
(
5
3
8
8
)
2
5
9
5

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部

啻
(
5
6
8
9
)
0
5
1
8
　
　
　
　
　
　
　

《
人
権
・
同
和
係
》

認証保育所で年末保育を行います
表4 の認証保育所で年末保育を行います。保育時
間、利用料金などくわしくは、施設に直接お問い合

わせください。 申込= 施設に直接申し込み 問先=
保育計画係03880 ―5873

表4　 年末保育を行う認証保育所一覧

※ 認証保育所とは、都が独自の基準で設置を認証した、
民間事業者などによる保育施設です

あだち広報　ほぼ全員が「読む」
～17年度第2回区政モニター

アンケート集計結果～

区では、区政に関するテーマを決め、モニター
アンケートを行っています。区政モニターアンケ
ート報告書は、区政情報室、区内図書館でご覧に
なれます。テーマ=「あだち広報」について調
査期間=9月13日～26日回答人数(内訳) =合
計184人( 郵便142人、インターネット42人) ※ 回
答率97. 4% 問先= 区民の声係

問 「あだち広報」は毎月10日と25日に発行されていますが、あ
なたはどの程度紙面を読んでいますか。次の中から一つだけ選ん
でください。

問 「あだち広報」は今後、紙面に有料広告を掲載することを検討
しています。あなたはこの事についてどのように考えますか。次
の中からーつだけ選んでください。

冬でもご用心　食中毒
食中毒は、梅雨時や夏に多いと思われがち

ですが、冬場も発生し ます。原因の多くは「ノ
ロウイルス」によるものです。
ノロウイルスによる食中毒は、例年11月か

ら発生件 数が増え、冬場にピ ークを迎え ま
す。これから5 月ごろまでの半年間は、特に
注意が必要です。
・ 症状は「お腹の風邪」?
感染後、1～2日で、おう吐や下痢、腹痛、

発熱など「お腹にくる風邪」に似
た症状が現れます。通常3 日以内
で回復しますが、感染後、1 週間
程度は、ふん便とともにウイルス
が排せっされることがあるので、
食品を取り扱う際などは注意が必
要です。
・ 感染は、主に経口感染
ノロウイルスは、ほとんどが経口感染で

す。感染経路は大きく3 つに分類できます。[
〉ウイルスに汚染されたカキなどの二枚貝
を、生または加熱不十分なまま食べ、感染[
〉ウイルスに感染した人が、手洗いを十分行
わずに、調理作業などに従事することによ

り、食品がウイルスに汚染され、その食品
を食べた人が感染

レウイルスに感染した人が室内などでおう吐
し、おう吐物の処理が不適切な場合、ウイ
ルスが空気中に飛散し、直接、囗から取り
込まれて感染
稾予防方法
感染を防ぐために、次のようなことに注意

しましょう。
[〉二枚貝を加熱する場合には、中まで十分に
加熱する。特に加熱調理用のカキなどは、
絶対に生で食べない
[〉石けんによる手洗いを徹底する。特にトイ
レの後、調理や食事の前は必ず行う
[〉下痢、おう吐などの症状がある場合は調理
を避ける
[〉床などに飛び散った患者の便やおう吐物を
処理する場合は、使い捨てのマスクと手袋
を着用し、ペーパータオルなどで静かにふ
き取る。ふき取った後は、床を塩素系漂白
剤( 次亜塩素酸ナトリウム) で浸すように
消毒する

お問い合わせは、食品保健係 　3880- 5363
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～17年度上半期財政状況～

4月1 日から9 月30日までの
区の財政状況をお知らせします

条例に基づき、区では年2 回、6 月と12月に財政状
況を公表しています。これは、区財政の実態を皆さん
に理解していただくためのものです。今回は17年4 月1
日から9 月30日までの予算執行状況などについてお
知らせします。 ※ 記事中の金額などは、表示単位未満
を端数調整していません

お問い合わせは、財政課へ　3880- 5814

17年度上半期財政運営の状況
17年度の当初予算は「活力と安心で魅力あ

るまちを創る予算」として、一般会計予算は2, 132
億円でした。その後、東武伊勢崎線竹ノ

塚駅南側の踏切事故への、緊急対策などの新
たな課題が発生したため、9 月の第1 次補正
予算により、歳入歳出ともに44億円の増額補
正を行い、2, 176億円となっています。

補正予算の主な内容
竹ノ塚駅踏切事故の緊急対策経費/16 年度

生活保護費国庫・都負担金の精算返還金/ 特
別養護老人ホームなどの整備助成費/ 土地開
発公社からの用地買戻経費など

17年度各会計予算執行状況
□ 一般会計
予算現額　2, 176億円

□ 国民健康保険特別会計
予算現額　720 億円

□ 介護保険特別会計
予算現額　307 億円

□ 老人保健医療特別会計
予算現額　451 億円

17年度上半期開設した施設
すばる学童保育室( 大谷田谷中住区センタ

ー分室) / レインボー学童保育室( 束伊興住
区センター分室) / 亀田学童保育室( 移転) /
みどり学童保育室( 増設) / ( 民設民営)

学童ひまわり・東和わくわくクラブ・谷中わ
くわくクラブ/ 若年者就労支援施設「あだち
ヤングジョブセンター」/ 子育てサロンおお
やた/ 竹の塚保健総合センター( 移転) / 関
原一丁目てのひら児童遊園/ 桑袋ビオトープ
公園/ ふれあい桜橋/ ( つくばエクスプレス)
青井駅・六町駅自転車駐車場/ 竹ノ塚駅西口
か肚胙朿坦

4月1 日から9 月30日までの収入の内訳
単位: 億円

4月1 日から9 月30日までに実施した主な事業

区有財産の状況 単位: 億円

※ 1 点100万円以上の備品など

区民の方の税負担( 14. 8%)
★区の支出額を一人あたりにすると

336, 861円
うち区民税の負担額49, 775 円

★区の支出額を一世帯あたりにすると
733, 685円

うち区民税の負担額108, 410 円

17 年度 上半期の一時借入金
一時借入金とは、支払い資金が不足した

場合に一時的に銀行などから借り入れる資
金です。上半期( 4 月1 日から9 月30日)
に一時借入金は、ありませんでした。

特 別区債の現在 高
区の施設、道路、公園など、将来にわたり区民サー

ビスに寄与する事業のために借り入れた資金の状況
です。

一般会計 単位: 億円

使ったお金を 1, 000 円
にすると

4月1 日から9 月30日まで
に使ったお金の使い道を1, 000

円にすると・・・

お年寄りや体の不自由
な方への福祉のために

279 円

校舎設備や生涯学習
のために

139 円

保育園、児童館のた
めに

130 円

防災対策、選挙、広
報・広聴のために　

102 円

他会計の不足額に対
する繰出金のために

96円

道路や公園の整備の
ために

84 円

区民の健康を守る保
健所などの運営費や
清掃事業のために

82円

区が借り入れた区債
の償還のために

70円

地域産業の振興や消
費者支援のために　

13円

議会の運営のために
5 円

人
材
募
集

歯
科
衛
生
士
(
正
規
職
員
)

対
象
H
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
:
昭
和
4
1
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
/
歯
科
衛
生
士
の
免
許
が
あ
る

/
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
の
各
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
試
験
日

=
1
8
年
1
月
2
9
日
㈱
採
用
予
定
日

=
1
8
年
4
月
1
日
以
降
申
し
込
み

書
配
布
場
所
―
区
役
所
I
階
案
内
、

人
事
係
、区
民
事
務
所
、保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
申
込
等
U
マ
電

子
申
請
…
1
月
H
日
受
信
有
効
▽

郵
便
(
簡
易
書
留
に
隕
る
)
…
1
月

H
日
消
印
有
効
▽
持
参
…
1
月
H

日
ま
で
※
受
付
時
間
は
午
前
9
時
～

午

後
5

時
(

閉

庁

日

を

除

く
)

申

・
問

先
=

人
事

係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中

央
本

町
I
-
1
7
-
1

日
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

跚
h
t
t
p
s
:
y
y
w
w
w
.
e
-
t
o
k
y
o
.
l
g
.
j
p
/

学
校
栄
養
士
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
―
栄
養
士
有
資
格
者
(
1
8年
3

月
3
1日
取
得
見
込
み
含
む
)

勤
務

内
容
―
区
立
小
・
中
学
校
の
給
食
に

関
す
る
業
務

勤
務
条
件
=
週
5
日

以
内
勤
務
(
年
間
2
0
5日)
/

有
給
休

暇
・
社
会
保
険
あ
り

雇
用
期
間
=

1
8年
4

月
1
日
～
1
9
年
3

月
3
1日

(更
新
あ
り
)

報
酬
H
月
額
1
8万
4

千
円

※
交
通
費
は
月
額
3
万
3

千
円
を
限
度
に
実
費
支
給

募
集
人

数
H
1
0人
程
度

選
考
H
面
接
(
1
8

年
1
月
2
6日
㈲
)

申
込
H
履
歴
書

(市
販
様
式
可
。自
筆
・
写
真
貼
付
)

を
持
参
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)
ま

た
は
郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん

期
限
‥
1
2月
2
2日
必
着

申
・
問
先
=
学
校
給
食
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1
　
　
　
g
(
3
8
8
0
)
5
9
7
5

教
育
相
談
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
2
2
歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
・
:
大
学
ま
た
は
大

学
院
で
主
に
心
理
学
を
専
攻
し
修
了

し
、
教
育
相
談
関
係
の
職
歴
ま
た
は

実
習
歴
が
あ
る
/
臨
床
心
理
士
の
資

格
が
あ
る
勤
務
内
容
u
教
育
相
談

勤
務
条
件
=
週
4
日
勤
務
-
雇
用
期

間
=
1
8
年
4
月
1
日
～
1
9
年
3
月
3
1

日
(
更
新
あ
り
)
報
酬
u
月
額
2
1

万
円

募
集
人
数
=
若
干
名

選
考
=

▽
一
次
…
小
論
文
(
1
8
年
1
月
2
0

日
㈲
)

▽
二
次
・
:面
接
(
1
8
年
2

月
3
日
面
)

申
込
=
履
歴
書
(
写

真
貼
付
)
を
郵
送

※
応
募
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん

期
限
=
1
8年
1
月
H

日
必
着

申
・
問
先
―
教
育
相
談

係

〒
1
2
1・0
8
1
3

竹
の
塚
2
-
2
5
-
2
1

啻
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1
-

住
区
セ
ン
タ
ー
従
事
者
登
録

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館
・
学

童
保
育
室
・
老
人
館
・
集
会
室
を
備

え
た
地
域
施
設
で
す
。

登
録
制
度
と
は
、
従
事
を
希
望
す

る
方
が
事
前
に
登
録
し
て
お
き
、
各

住
区
セ
ン
タ
ー
で
募
集
が
あ
っ
た
場

合
に
紹
介
を
受
け
て
、
応
募
す
る
仕

組
み
で
す
。
従
事
者
は
、
各
住
区
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
委
員
会
が
選
考

し
、
委
嘱
し
ま
す
。

・
児
童
館
・
学
童
保
育
担
当

勤
務
内
容
=
児
童
館
・
学
童
保
育
の

運
営

勤
務
条
件
=
午
前
8
時
3
0分

～
午
後
6
時
1
5分
の
う
ち
、
8
時
間

以
内

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
週
2
0

時
間
程
度
/
6
0
歳
定
年

報
酬
=
時

給
7
9
0円

療
事
務
・
老
人
館
、
施
設
管
理
担
当

勤
務
内
容
=
一
般
事
務
/
老
人
館
の

運
営
/
施
設
管
理
/
団
体
貸
出
業
務

勤
務
条
件
=
▽
午
前
8
時
3
0分
～
午

後
6
時
1
5分
の
う
ち
、
8
時
間
以
内

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
週
2
0時
間

程
度
/
7
2
歳
定
年

報
酬
=
時
給
7
9
0

円

※
夜
間
業
務
(
午
後
5
時
～
1
0

時
)
は
時
給
8
9
0円

-

い
ず
れ
も
I

登
録
期
間
=
1
年

※
登
録
期
間
が

切
れ
た
方
は
再
度
登
録
し
て
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=
住
区
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
事
務
局
(
住
区
推
進
課
内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

(仮
称
)
環
境
教
育
方
針
と
実
施
計
画
に
関
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
《
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
》

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

申
込
H
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

意
見
を
連
絡

※
意
見
に
つ
い
て

は
、
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を
除

き
、
公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

基
本
方
針
と
実
施
計
画
の
く
わ
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
1
2月
1
2日
か
ら

環
境
推
進
課
窓
口
で
配
付
す
る
ほ

か
、
1
2月
1
0日
か
ら
区
・
ホ
ー
ム
ペ

L
ン
で
も
、ご
覧
に
な
れ
ま
す
募

集
期
間
=
1
2
月
1
0
日
～
2
6
日
申
・

問
先
u
環
境
推
進
課
計
画
〒

1
2
0・
8
5
1
0

中

央

本

町
1
-
1
7
1
1

日
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5
　
　
　

擶
(
3
8
8
0
)
5
6
0
4

E
k
a
n
k
y
o
-
s
u
i
s
i
n
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t

o
k
y
o
.
j
p

{
}
5
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
h
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/

区有地を一般競争入札で
売却します

区有地の売却に関する案内書は、12月12
日月から財産活用課で配付します。 入札
日=18 年1 月17日㈲ 入札場所= 区役所
対象物件=表2申し込み受付期間=18年
1月10日～13日問先=財産活用課財産活
用S3880 ―5842

表2　 区有地売却物件(土地)

※ いずれも地目は、宅地( 住宅用途指定あり)

水辺をきれいにしましょう
「クリーンあら川」

10月23日に荒川河川敷を清掃する「クリーンあら川」が行
われました。
参加者は地元の小学生を含む229人で、たばこの吸いがらや

ベッドボトルなどを集め、
大型ゴミ袋約80袋分のゴミ
を回収しました。
一人ひとりの心掛けで、
きれいな荒川を保ちましょ
う。皆さんのご協力をお願
いします。 問先= 河川緑
地係Q3880 ―5898 ▲ 皆さん、がんばってゴミを拾いました

みんなで綾瀬川をきれいにしましょう
10月30日、綾瀬川で小・中学生を含む44人が水辺調査を行

いました。
綾瀬川・伝右川・毛長川の合流点付近でごみの状況確認、

水質調査を行った結果は表1
のとおりです。
魚が住めるような、きれ

いな川にするためには、「ご
みを川に捨てない」「汚れた
水を流さないようにする」
ことが大切です。
これからも綾瀬川をきれ

いにするために、ご協力を
お願いします。 問先= 環
境推進課事業推進係

O3880 一5631

表1　 水質および水辺調査結果

※ 川が有機物で汚染されている度合い

NPO 活動支援センターのロッカー・
メールボックス利用団体募集

貸し出し期間=18年1～6月対象=NPO活動団体利
用料金= レロッカー… 月額100円[ 〉メールボックス… 無
料 申込=12 月10囗からセンター窓口で申し込み( 先着順)
※ 申し込み時に、活動状況をお聞きします 申・問先=NPO

活動支援センター03840- 2331
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く
ら
し
の
情
報

★
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
2月
1
3日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話 番 号 が な い 記 事 に つ い て は

区 役 所 代 表 へ 　3880- 5111

区 ・ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は

ht t p: / / www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

□ 申 込… 申し込み方法
□ 期限… 申し 込み期限
□ 場・申・問先 … 場所・
申し込み先 ・問い合わせ先

□ 費 用の記載 のないものは無 料
□ ( HP)… ホームページアドレス
□ 　 … E メ ールアドレス

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

表
・
-に
該
当
す
る
方
は
、
1
4日
以

内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金

将
来
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
必
ず

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
加

入
や
転
入
な
ど
の
届
け
出
に
は
、
基

礎
年
金
番
号
の
記
入
・
確
認
が
必
要

で
す
。
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・
国
民
健
康
保
険

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な

い
方
を
対
象
に
し
た
医
療
保
険
で

す
。
該
当
す
る
方
は
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
(
生
活
保
護
受
給
中

の
方
、
在
留
期
間
が
1
年
未
満
の
外

国
籍
の
方
は
除
く
)
。

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
保
険
料

は
退
職
日
の
翌
日
ま
で
(
最
長
2

年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
掛
か
り
ま
す

が
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
申
先
=
こ
く
ほ
年

金
課
ま
た
は
区
民
事
務
所

問
先
―

▽
国
民
年
金
に
つ
い
て
…
年
金
適
用

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

▽
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
・
:こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1　 国民年金・国民健康保険の手続きが必要な場合

国
民
健
康
保
険
料
の

納
め
忘
れ
に
注
意

1
6年
度
中
に
、
国
民
健
康
保
険

(国
保
)
か
ら
支
払
わ
れ
た
医
療
費

は
約
4
4
5億円
で
、
前
年
度
に
比
べ
3
0

億
円
以
上
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
加
入
者
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
全
国
的
な

傾
向
で
す
。

保
険
料
は
、
病
気
や
ヶ
ガ
に
対
し

て
、
お
互
い
に
助
け
あ
う
も
の
で
、

国
保
制
度
を
支
え
る
重
要
な
柱
で

す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
こ
く
ほ
年

金
課
納
付
相
談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

退
職
者
医
療
制
度
へ

の
切
り
替
え
を

会
社
や
役
所
を
退
職
し
て
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
、
厚
生
年
金
や
各

種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
7
5歳
未
満
の
方
と
そ
の
被
扶
養

者
の
方
は
、「
退
職
者
医
療
制
度
」へ

の
切
り
替
え
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
老
人
保
健
の
医
療
証

(
②
)
を
お
持
ち
の
方
は
該
当
し
ま

せ
ん
。
申
先
U
こ
く
ほ
年
金
課
ま

た
は
区
民
事
務
所

問
先
U
こ
く
ほ

年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

新
築
・
増
改
築
や
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
名
称
変
更
時
に
は
、届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
区
域
で
、
建
物
の

新
築
や
増
改
築
な
ど
に
よ
り
出
入
口

を
変
更
し
た
場
合
は
、
住
居
番
号

(
住
所
)
に
つ
い
て
の
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
は
、
正
し

い
住
所
異
動
の
た
め
に
必
要
な
手
続

き
で
す
。
建
築
確
認
済
証
が
交
付
さ

れ
た
ら
、
案
内
図
と
配
置
図
(
建
物

の
大
き
さ
、
入
口
が
わ
か
る
図
な

ど
)
を
持
っ
て
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
名

称
の
み
を
変
え
た
場
合
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。

な
お
、
住
居
表
示
板
(
緑
色
の
ア

ル
ミ
板
)
を
破
損
・
紛
失
し
た
方
に

は
、
窓
口
で
再
交
付
し
て
い
ま
す

(無
料
)
。
問
先
=
戸
籍
住
民
課

住
居
表
示啻

(
3
8
8
0
)
5
7
2
5

新
田
小
・
中
学
校
が
小
中
一
貫

教
育
校
と
し
て
開
校
し
ま
す

2
2年
4
月
に
、
新
田
小
・
中
学
校

の
、
小
学
校
1
年
生
か
ら
中
学
校
3

年
生
ま
で
が
、同
じ
校
舎
で
学
ぶ
、
小

中
一
貫
教
育
校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。

9
年
間
の
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
も
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
教
育
を
展

開
し
、
人
間
力
を
育
成
し
ま
す
。

9
年
間
を
4
・
3
・
2
年
の
く
く

り
と
し
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
教
育
を
進
め
ま
す
。
問

先
=
▽
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
・
:

教
育
改
革
推
進

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

▽
校
舎
建
設
に
つ
い
て
・
:施
設
計
画

課
改
築

昔
(
3
8
8
0
)
5
9
7
8

放
置
自
転
車
は
撤
去
し
ま
す

区
内
の
各
駅
周
辺
は
、
自
転
車
放

置
禁
止
区
域
で
す
。
放
置
自
転
車
は

撤
去
後
、
放
置
自
転
車
保
管
所
(
表
2
)

で
保
管
し
て
い
ま
す
。
放
置
自

転
車
を
引
き
取
る
際
に
は
、
撤
去
料

と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。

な
お
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を
経
過
し

た
放
置
自
転
車
は
処
分
し
ま
す
。

問
先
=
自
転
車
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表2　 放置自転車保管所一覧

※ 保管所は月～土曜日・第4日曜日、午前9時～午後8時まで開いてい　
ます。 ただし日曜日( 第4 日曜日を除く) ・祝日・年末年始は休日

自
転
車
の
ラ
イ
ト
は

早
め
に
付
け
ま
し
ょ
う

道
路
交
通
法
で
は
、
自
転
車
も
夜

間
の
ラ
イ
ト
点
灯
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
転
車
の
ラ
イ
ト
は
、

車
や
歩
行
者
に
「
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
る
」
と
い
う
大
事
な
役
割
も
あ

り
ま
す
。

自
転
車
事
故
は
、
午
後
4
時
か
ら
6

時
の
問
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
を
運
転
し
て
い
て
、
暗
く
な
っ

て
来
た
ら
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
反
射
材
の
使
用
や
明
る
い

色
の
服
装
な
ど
も
、
周
囲
か
ら
見
え

や
す
く
な
り
夜
問
の
事
故
防
止
に
効

果
的
で
す
。
問
先
=
交
通
安
全
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

「
扇
一
丁
目
グ
リ
ー
ン
プ

チ
テ
ラ
ス
」は
閉
園
し
ま
す

扇
一
丁
目
グ
リ
ー
ン
プ
チ
テ
ラ
ス

(扇
一
丁
目
2
2番
)
は
、
1
8年
1
月
1
5

日
を
も
っ
て
閉
園
し
ま
す
。
問

先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
-
8
8

区
都
市
計
画
審
議
会

を
公
開
し
ま
す

日
時
=
1
2月
2
6日
㈲
、
午
後
2
時

場
所
=
区
役
所

内
容
―
「
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
正
に
つ
い

て
」
ほ
か

定
員
=
5
人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
「
2
3回
区
都
市
計
画

審
議
会
傍
聴
希
望
」
を
明
記

期
限
=
1
2

月
1
6日
消
印
有
効

※
申
し
込

ん
だ
方
に
は
、
傍
聴
の
可
否
を
通
知

し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
区
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す

申
・
問
先
=
都
市
計
画
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

容
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

毎
年
1
2月
3
1日
を
基
準
と
し
て
工

業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
国
や
都
・
区
が
行
う

各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
ま

す
。
調
査
対
象
の
事
業
所
に
は
1
2月

中
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
統
計
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人

確
定
の
た
め
、
毎
年
1
月
1
日
を
基

準
と
し
て
、
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を

登
載
申
請
書
で
行
っ
て
い
ま
す
。
登

載
申
請
書
は
、
1
2月
2
0日
ご
ろ
ま
で

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
農
業
従

事
世
帯
へ
送
り
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
信
用
封
筒
で
期
限
内
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
=
1
8

年
1
月
1
0日
必
着

問
先
=
農
業
委

員
会

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

催
し
物
ガ
イ
ド

★

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
2月
1
3日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
8
年
1
月
9
日
㈱
、午
前
1
0

時
受
付
、
‥
1
1
一
時
開
会
場
所
=
東
京

武
道
館
(
綾
瀬
3
-
2
0
-
I
)
対

象
=
昭
和
6
0
年
4
月
2
日
～
6
1
年
4

月
1

日
生
ま
れ
の
方

※
案
内
状
は
1
2

月
初
旬
に
発
送
済
み

申
込
U

案

内
状
を
持
参
の
上

、
当
日
直
接
会
場

へ

※
会
場
内
で
の
飲
酒
や
喫
煙
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た

、
車
で
の
来
場

は
で
き
ま
せ
ん

問
先
=

青
少
年
セ

ン
タ
ー
管
理
支
援
係

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
2

働
く
女
性
の
た
め
の
講
座
「
交

渉
力
を
み
が
く
」
(
2
日
制
)

日
時
=
1
8
年
1
月
2
1
日
出
・
2
2
日

㈱
、
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女

性

内
容
=
▽
1
日
目
・
:好
印
象
を

与
え

る
表

情

・
態

度

・
姿
勢

な
ど

▽
2

日

目
・
:
情
報

の
考

察
と

分
類

、

効

果
的

な
話

の
組

み
立

て
方

な
ど

講

師
=

㈱

ザ

ー
ア
ー
ル

派
遣

講
師

定

員
=
4
0

人
(

抽

選
)

申

込
=

往

復
(

ガ
キ

・
E

メ
ー
ル

で
住

所

、
氏

名

、
電

話
番

号

、
年
齢

、
受

講
希

望

理

由
を

連

絡

期

限
=
1

月
1
0
日

必

着

場

・
申

・
問

先
=

男
女
参

画

プ

ラ
ザ

〒
1
2
3・
0
8
5
1

梅

田
7
-
3
3
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

1
2
j
d
a
n
j
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

足
立
区
文
化
団
体
連
合
会

「
合
同
展
示
会
」

日
時
等
=
1
2月
1
2日
～
1
8日
、
午
前
1
0

時
3
0分
～
午
後
7
時

※
最
終
日

は
午
後
5
時
ま
で

場
所
=
シ
ア
タ

ー
ー
0
1
0

問
先
=
文
化
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

12月の休日納税・納付相談

日時=12月18日( 日) 、午前9時～午
後4 時　問先= 納税相談係

3880- 5236
納税課徴収推進係 　3880- 5237
こくほ年金課納付相談係

3880- 5243
介護保険課収納管理係

3880- 5744
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自
己
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
座
(
全
6
回
)

日
時
=
1
8
年
1
月
2
2
日
～
2
月
2
6
日

の
毎
週
日
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

女
性
講
師
=
N
P
o
法
人
ウ
ィ

メ
ン
ズ
ー
サ
ポ
ー
ト
ー
オ
フ
ィ
ス
連

派
遣
講
師
定
員
=
2
6
人
(
先
着

順
)
申
込
u
(
ガ
キ
ー
フ
ァ
ク
ス
・

E
メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、年
齢
、連
絡
先
を
連
絡
※

保
育
あ
り
。6
ヵ
月
以
上
就
学
前
。

子
ど
も
I
人
に
付
き
3
千
円
(
6
回

分
)
を
初
回
に
全
納
。欠
席
し
た
場

合
で
も
返
還
な
し
。講
座
申
し
込
み

時
に
子
ど
も
の
名
前
、年
齢
を
連
絡

期
間
こ
に
一
月
1
3
日
～
1
8
年
1
月
1
4
日
　

(
(

ガ

キ

は

消

印

有

効
)

申

・
問

先
=

オ

フ
ィ

ス
連

〒
1
2
1・
0
8
3
1

舎

人
2
-
1
8
-
5

啻
(
3
8
9
9
)
3
4
6
1
　
　
　

隰
(
3
8
5
3
)
8
1
6
Q
}

0
K
i
r
1
1
9
5
2
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

問
先
H

男
女

参
画

プ
ラ

ザ

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱

団
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
卜

日
時
-
1
2月
2
3日
㈱
、
午
後
6
時
3
0

分

※
開
場
は
午
後
6
時

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ

ー
ル

内
容
=
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ

ス
/
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ノ
サ
ン
タ
が

町
に
や
っ
て
き
た
ほ
か

定
員
=
7
0
0

人
(
当
日
先
着
順
)

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
―
文
化
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
2
月
1
6
日
面
、
午
後
O
時
2
5

分
～
1
時
場
所
=
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ー

内
容
=
足
立
区
三
曲

協
会
に
よ
る
演
奏

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=
文
化
支
援
係
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

冬
休
み
イ
ベ
ン
ト

日
時
=
1
2月
2
3日
～
2
5日
、
午
後
0

時
4
5分
/
2

時
/
3
時
1
5分

内
容
I

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
に
見
え
る
星
の

話
と
ク
リ
ス
マ
ス

ー
ソ
ン
グ

費
用
=

大
人
2
0
0円/
小
・
中
学
生
1
0
0円

※
未
就
学
児
で
も
座
席
使
用
の
場
合

は
1
0
0円

場
・
問
先
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
8
年
1
月
2
8
日
倒
、
午
後
1

時
1
5
分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
第
一

中

学

校

内

容
=

第

一

中

・
千

寿

青

葉

中

吹

奏

楽

部

演

奏
/

東

京

藝

術

大

学

ブ

ラ

ス

五

重

奏
/

長

谷

正

一

氏

(
ピ

ア

ニ

ス

ト
)
/

第

一
中

・
第

七

中

太

鼓

・

ソ

ー

フ
ン

節

ほ

か

定

員
=
4
0
0

人
(

当

日

先

着

順
)

申

込

―

当

日

直

接

会

場

へ

※

サ

ポ
ー

ト

希

望

者

は

、

事

前

に

申

し

込

み

が

必

要

・

サ

ポ

ー
ト

ー
サ

ポ

ー

タ

ー
(

中

学

生

以

上
)

希

望

者

の

申

し

込

み

方

法

申

込

―

電

話

・

フ

ァ

ク

ス

・
E

メ
ー

ル

で

住

所

、

氏

名

、

電

話

番

号

、

学

校

名

、
学

年

、

性

別

、

障

害

の

有

無

、

駐

車

場

必

要

の
有

無

を

連

絡

期

限
=
1
8

年
1

月
1
0

日

-

い
ず

れ

も
I

申

先
=

子

ど

も

を

地

域

で

サ

ポ

ー

ト

す

る

会

キ

ラ

リ

ン

啻
0
9
0
(
5
4
0
6
)
0
9
4
9

脇
0
2
0
(
4
6
6
9
)
8
5
2
9

図
k
i
r
a
r
i
n
_
a
d
a
c
h
i
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

問

先

―

地

域

連

携

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

足
立
の
も
の
づ
く
り
展

日
時
等
=
▽
あ
だ
ち
地
場
工
業
製
品

フ
ェ
ア
・
:
1
2
月
1
3
日
収
・
1
4
日
㈲
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
※
1
3
日
は

午
前
1
0
時
か
ら
▽
足
立
伝
統
工
芸

品
展
(
指
輪
づ
く
り
や
木
彫
刻
、
版

画
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
あ
り
)
…
1
2
月

1
6
日
面
・
1
7
日
倒
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

問
先
=
工
業
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
8
6
9

冬
花
品
評
展
示
会

・
展
示
会

日
時
=
▽
1
2
月
1
4
日
㈲
、
午
後
1
時
～

5
時

▽
1
2月
1
5日
㈲
、
午
前
8

時
3
0分
～
午
後
1
時

場
所
=
区
役

所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

・
展
示
品
の
販
売
〒
人
1
点
の
み
)

日
時
-
1
2月
1
5日
用
、
午
後
2
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
正
面
広
場

-

い
ず
れ
も
I

申
込
H
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
H

農
業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

第
1
9回
プ
チ
展
示
「
川

口
市
の
弥
生
時
代
」

日
時
=
1
2
月
1
0
日
～
1
8
年
1
月
2
9

日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
※
1
2

月
2
8日
～
1
8年
1
月
4
日
は
休
館

内
容
=
区
内
最
古
の
古
墳
時
代
の
土

器
が
出
た
舎
人
遺
跡
と
深
く
関
連
す

る
川
口
市
内
の
弥
生
時
代
末
期
の
遺

跡
と
遺
物
を
紹
介

申
込
U
当
日
直

接
会
場
へ

場
・
問
先
=
伊
興
遺
跡

公
園

啻
(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

子
ど
も
郷
土
史
講
座
「
じ
ん
が
ん
な

わ
祭
り
(
区
指
定
民
俗
文
化
財
)
」

日
時
=
1
8
年
1

月
7

日
田

、
午
前
9

時
～
‥‥‥一
時

場
所
n

大
乗
院
(

西
保

木
間
2
-
1
4
-
5
)

対
象
=

小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
=

ヘ

ビ
の
体
を
ワ
ラ
で
作
る
/

お
尅
の
試

食
ほ
か

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申
込
n

電
話

申
・
問
先
n

郷
土
博

物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

空
撮
映
像
で
み
る
昭
和
の
足
立

日
時
等
=
1
2月
1
7日
倒

▽
午
前
1
0

時
・
:梅
島
周
辺

▽
午
後
2
時
・
:西

新
井
・
本
木
周
辺

※
放
映
時
間

は
、
い
ず
れ
も
約
1
時
間

内
容
=

高
度
経
済
成
長
期
の
懐
か
し
い
区
内

の
様
子
を
と
ら
え
た
空
撮
映
像
上
映

会

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

リ
サ
イ
ク
ル
工
夫
展
の

作
品
を
募
集
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
、
団
体

内
容
―
身
近
に
あ
る
物

を
活
用
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す

▽
木
片
・
紙
・
布
を
使
っ
た
、
縦
横
l
m

以
内
の
作
品

※
布
を
使
う
場

合
は
、
衣
料
品
以
外
の
も
の

▽
エ

コ
生
活
・
エ
コ
活
動
へ
の
取
り
組
み

を
、
模
造
紙
大
の
紙
に
表
現
し
た
も

の

申
込
=
直
接
窓
口
へ
持
参

※
提
出
す
る
際
、
所
定
用
紙
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
作

品
の
題
名
を
記
入

期
間
=
1
8年
2

月
2
1日
～
3
月
7
日

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

老
人
会
館
の
手
芸
教
室
(
後
期
)

日
時
=
1
8
年
I
～
3
月
ま
で
の
第

2
・
4
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時

3
0分

対
象
n
6
0歳
以
上
の
区
民

定
員
u
3
0
人
(
抽
選
)
費
用
u
教

材
費
実
費
負
担

申
込
―
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
2

月
1
7日
必
着

※
前
期
同
教
室
を

受
講
し
た
方
や
ほ
か
の
教
室
を
受
講

中
の
方
は
申
し
込
み
不
可

場
・

申
・
問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1
・
0
8
1
2

西
保
木
間
4
1
9
1
1

登
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

あ
そ
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ

日
時
=
1
2
月
1
7
日
出
、
午
後
1
時
～

4
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
ど
も
科
学
館

対
象
―
幼
児
(
保

護
者
同
伴
)
～
中
学
生
内
容
=
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
用
の
飾
り
作
り
/

ゲ
ー
ム
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
青
少
年
事
業
係

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
1
2月
2
4日
出
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴
。
障
害
の
あ
る
子
も
な

い
子
も
来
て
く
だ
さ
い

内
容
=
サ

ン
タ
と
遊
ぼ
う

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児

童
館

啻
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う
　
消
費
者
の
く
ら
し
～

覚
え
て
お
こ
う
!

旅
行
者
の
保
護

今
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
旅
行
業

約
款
に
記
さ
れ
た
旅
行
会
社
の
責
任

で
、
旅
行
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る

の
は
、「
特
別
補
償
制
度
」
と
「
旅

程
保
証
制
度
」
で
す
。

こ
の
制
度
が
該
当
す
る
の
は
、
旅

行
会
社
が
あ
ら
か
じ
め
旅
行
計
画
を

立
て
て
募
集
す
る
よ
う
な
、
一
般
に

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
言
わ
れ
る
「
募
集

型
企
画
旅
行
」
と
、
旅
行
者
か
ら
依

頼
を
受
け
て
旅
行
計
画
を
立
て
る
修

学
旅
行
や
社
員
旅
行
な
ど
の
「
受
注

型
企
画
旅
行
」
に
限
ら
れ
ま
す
。

「
特
別
補
償
制
度
」と
は
、旅
行
参

加
中
の
事
故
に
よ
っ
て
身
体
や
携
帯

品
に
損
害
を
被
っ
た
旅
行
者
に
対
し

て
、
旅
行
会
社
が
一
定
の
範
囲
で
補

償
金
や
見
舞
金
を
支
払
う
も
の
で

す
。
死
亡
や
後
遺
障
害
補
償
金
、
入

院
見
舞
金
、
通
院
見
舞
金
お
よ
び
携

帯
品
見
舞
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
旅
行
者
に
責
任
が
あ
る
場
合

や
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
記
録

媒
体
の
内
容
は
対
象
外
で
す
。

「
旅
程
保
証
制
度
」
と
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
契
約
関
係
書
の
内
容
に

重
要
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
、
旅

行
会
社
が
変
更
補
償
金
を
支
払
う
も

の
で
す
。「
旅
行
開
始
日
・
終
了
日
」

「
観
光
地
・
目
的
地
」「
運
送
機
関

の
等
級
降
下
」「
運
送
機
関
の
種
類
・

会
社
名
」「
旅
行
開
始
・
帰
着
空
港
」

「
直
行
便
か
ら
乗
継
便
ま
た
は
経
由

便
≒
宿
泊
機
関
の
種
類
・
名
称
≒
客

室
」
な
ど
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
保

証
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

天
災
や
、
戦
乱
な
ど
の
旅
行
会
社

が
関
与
で
き
な
い
場
合
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
旅
行
者
に
と
っ
て
強

い
味
方
に
な
る
制
度
で
す
。

(
消
費
者
セ
ン
タ
ー
)

掲

示

板

・
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

対
象
=
1
8
歳
以
上
で
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
で
き
る
方
期
間
=
1
8
年

2
月
1
日
～
3
月
3
1
日
申
込
―
電

話

※
要
履
歴
書

申
・
問
先
n
▽

足
立
税
務
署
…
〒
1
2
0・8
5
2
0

千

住
旭
町
4
-
2
1

啻
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

マ
西
新
井
税
務
署
・
:
〒
1
2
3・8
5
0
1

栗
原
3
-
1
0
-
1
6

啻
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

・
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
(
1
8年
2

月
開
校
)

対
象
=
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
し

込
み
中
の
方
内
容
=
情
報
・
事

務
・
居
住
・
福
祉
・
医
療
関
連
な
ど

の
技
術
習
得
募
集
期
間
=
1
2
月
1

日
～
2
1
日
申
込
=
写
真
縦
3
m

x
横
2
.
5
mを
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

ま
で
持
参

問
先
=
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
東
京
セ
ン
タ
ー
相
談
第
二
部

門
7
3
8
1
6
)
8
1
6
7

・
講
演
会
「
防
災
の
心
を
磨
く
」

日
時
=
1
2月
1
7日
倒
、
午
後
1
時
～
4

時
3
0分

場
所
=
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0

対
象
―
区
内
在
住
者
・
教
職

員
・
保
護
者

内
容
=
障
害
者
の
災

害
時
非
難
と
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル

講

師
=
佐
藤
和
博
氏
(
新
潟
県
魚
沼
市

障
害
児
者
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
)

問
先
=
都
立
足
立
養
護
学
校

啻
(
3
8
5
0
)
6
0
6
6

・
1
2月
1
5日
か
ら
3
1日
(
年
末
)
の

道
路
工
事
に
つ
い
て

年
末
は
、
道
路
交
通
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
道
路
上
の
工
事
を

ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
な
お
、
路
上
工

事
情
報
は
、
国
道
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま

た
、
工
事
に
対
す
る
ご
意
見
も
伺
い

ま
す
。
問
先
=
東
京
国
道
事
務
所

管

理
第

一
課

啻
(
3
2
1
4
)
7
4
2
5

印
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
k
o
u
j
i
.
g
o
.
j
p

麈
救
急

車

が
新
規

に
配

置
さ

れ
ま
す
　
1
2

月
1
5
日

か
ら
西

新

井
消

防
署

本

木

出
張

所
(

本
木

南
町
2
4
-
1
4
)

に

救

急

車

が
配

置

さ

れ

ま

す

。

問

先
n

西

新

井
消

防
署

指
導

調
査

係

啻
(
3
8
5
3
)
0
1
1
9

・
東
京
理
科
大
学
の
設
計
演
習
発
表

日
時
=
1
2
月
1
9
日
～
2
2
日
、午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
5
時
場
所
=
区
役

所
I

階
区

民

ロ
ビ

ー

内

容
u

「
入

谷
南

小

学
校

」
再

生
展
示

会

問

先

―
東
京

理
科

大
学
工

学

部
建

築
学
科
　

啻
(
3
2
6
0
)
4
2
7
1

・

に

せ
税
理

士
や

税
理

士
法

人
に

注

意

し

ま
し

ょ
う

本
物

の
税

理
士

は
税

理
士

証
票

を

携

帯
し

、
税

理
士

バ

ッ
ジ
を

着
用
し

て

い
ま

す

。

問

先

―
東

京

税

理
士

会

啻
(
3
3
5
6
)
4
4
7
1

『情報キャッチ! !

好さです。あだち』

番組案内

今回の番組( 12/ 12～18) は、
ルックi nあだ ち
「未来 へ走れ!
つくばエクスプレスがやってきた」1
日2 回拠 笑( 午後O 畤30分、午後6 時)

今 回の番 組は 、ルックi nあ だちを
お送りします。
今年8 月に開業し たつくぱエク ス

プレ ス。新線の開業 は、区民 の暮ら
しに どのような変化をもたらした の

でしょうか。番組では、つくばエク

スプレ スを利用している皆さ んの声
や区 内3 つ の停 車駅 を 紹介 しな が
ら 、つくばエクスプレ スの魅力に迫

り ます。お楽しみに。 《広 報係》

ひかっち

18年4 月から、この欄に広告を掲載します。くわしくは8 面をご覧ください。
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1
8年
度
提
案
型
事
業
を

募
集
し
ま
す

区
は
、
今
年
度
か
ら
「
協
働
」
を
経
営
理
念
と
し
た
基
本
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
区
民
・
N
P
O

・
企
業
な
ど
様
々
な
皆
さ
ん
と
共
に
区
政
を
考

え
、「
協
働
」
を
進
め
て
い
く
た
め
の
方
法
の
I
つ
と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
具

体
的
な
事
業
を
提
案
し
て
い
た
だ
く
、「
1
8年
度
提
案
型
事
業
」
を
募
集
し
ま

す
。あ

な
た
に
合
っ
た
コ
ー
ス
で

提
案
し
て
く
だ
さ
い
(
図
1
)

提
案
を
募
集
す
る
コ
ー
ス
に
は
、

次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▽
事
業
ア
イ
デ
ア
提
案
コ
ー
ス
・
:事

業
者
の
受
注
機
会
拡
大
と
区
の
施

策
を
協
働
で
進
め
る
た
め
、
区
が

行
う
委
託
事
業

▽
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
・
:

区
内
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
事
業
者
が
区
内
で
行
う
事
業

を
支
援
す
る
補
助
金
事
業

▽
N
P
O

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…

N
P
O
団
体
の
自
立
促
進
と
活
動

の
発
展
を
支
援
す
る
補
助
金
事
業

・

事

業

提

案

の

流

れ

提

案

受

付

期

間

こ

に一
月
2
1

日

～
1
8

年
2

月
1
7

日

事

業

決

定
=

選

考

委

員

会

の

結

果

を

受

け

、

区

長

が

予

算

の

範

囲

内

で

決

定

し

、

通

知

し

ま

す

一

提

案

型

事

業

の

合

同

説

明

会

日

時
=
1
2

月
2
0

日

㈹

、

午

前
1
0

時

場

所
=

区

役

所

庁

舎

ホ

ー

ル

申

込

―

当

日

直

接

会

場

へ

※

募

集

案

内

は

区

・

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

も

ご

覧

に

な

れ

ま

す

睡
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

提
案
型
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、政
策
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

図1　 提案型事業のコース

このアイデア、区

の仕事としてやれ

ば、うまくいくん

じゃないかな?

こんなあなたは…

事業アイデア提案コース
申し込み、お問い合わせは産業政策課管理係へ

3880- 5182

※ 1 すでに区が行っている事業の拡充も可
※ 2 重点テーマは合同説明会で説明します。また、

区・ホームページでもご覧になれます

足立区を代表するよ

うな新しい商品を作

りたいわ

こんなあなたは…

ビジネスチャレンジコース
申し込み、お問い合わせは創業支援係へ

3880- 5184

※ 3 搴業 の進捗状況が良 好であることを条件に、最大3年間の継続補助が可能

※ 4 「事 業 化 」とは 、事 業の成 果 によって売 上 げが 生じることを 指します

私たちで足立区の

区民活動を充実さ

せるための事業を

行いたいのですが

こんなあなたは…

NPO パワーアップコース
申し込み、お問い合わせはNPO 活動支援推進室へ

3840- 2331

※ 5 申 し込 み前に 、NPO 活動状況シートを区 に提出

17年度提案型協働推進事業が決まりました
17年度提案型協働推進事業に

は、「リ ーディングプロジェク
トモデルコース」に3 提案、「NPO

パワーアップコース」に2
提案の応募があり、厳正な選考
の結果、合計3 事業を採択しま
した( 表1 ・2) 。 問先= ▽ リ

- デイングプロジェクトモデル
コース…政策課 酋3880―5811
▽ NPO パワーアップコース…NPO

活動支援推進室
03840 ―2331

・ 『子育てNPO ・子育てグル
ープづくり支援セミナー』の参
加者募集
事業期間等=18年1～3月の延
べ11日間(いずれも土曜日)
※ 1回あたり4～6時間場所
=こども家庭支援センターほか
対象=20 歳以上で、区内在住、
在勤の方 定員=30 人( 先着
順。12月12日から受け付け)
費用= 無料 期限=12 月27日
申込= 電話 申先= 特定非営利
活動法人ワーカースコープ

S5978 ―2185
問先= 子育て支援課次世代育成

S3880一5266

表1　リーディングプロジェクトモデルコース

※ 18年度のリーディングフ 囗ジェクトモデルコ

ースは、搴業アイデア提案コースと統合します

表2　NPO パワーアップコース

広告掲載主を募集します
あだち広報

18年4月以降、あだち広報に掲載する有料広告を募集します。掲載
広告は、「足立区広報広告掲載取扱要綱」に基づいて決定します。規
格・掲載料等=表3申込期間=12月15日～18年1月16日( 18年度分)
※ 以 降、掲 載枠に空 きがあっ た場合 、掲載 希望号の6 週 間前 を期 限に
受け付け 掲載の決定= 内容 を審査 の上、掲 載の可否を連 絡 ※ 掲載
決定後 、申込者 の負 担で 版下原稿 を作成 申込= 申 込書 を広 報課 に提
出 ※ 申込書は、区 ・ホームページか らダウンロード可 申 ・問 先=
広 報係S3880 ―5815 跚ht t p: / /wwwoci t y. adachi . t okyo. j p/
表3　 あだち広報の広告規格・掲載料一覧
□ あだち広報ズームアップ( 冊子判。18年度は隔月発行)

□ あだち広報10日・25日号( タブロイド判)

国民健康保険料の納付書・封筒
18年度の国民健康保険料納付書および封筒に掲載する広告を募集します。

規格・掲載料等=表4申込期間=12月15日～18年1月13日掲載の決定=
内容を審査の上、掲載の可否を連絡 ※ 掲載決定後、申込者の負担で版下原稿
を作成 申込= 所定の申込用紙に記入し、掲載広告の原稿を添えて持参
申・問先= こくほ年金課資格賦課係H3880 ―5240

表4　 国民健康保険納付書等の広告規格・掲載料一覧

広報・国保とも、以下のものは広告として掲載できません
公共性・品位を損なうおそれのあるもの/ 「風俗営業等の規則・業務の適正化に関
する法律」(昭和23年法律第122号) に定める「風俗営業」または「風俗関連営業」/
政治活動・宗教活動および個人的宣伝/ 法令で禁止され、あるいは、法令に抵触す
るおそれのあるもの/ そのほか掲載する広告として適当でないものなど

古紙配合率100% 再生紙を使用しています I . K　293, 690


